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交流会でフレイルについて”“1 歳 6 か月児健診で幼児
の事故防止を”など。住民から保健師に依頼があったと
いう設定で、教材やシナリオを作りプレゼンテーション
を行う。これらはいずれも、実習時に地域住民を対象に
実施している健康教育のテーマである。授業での演習の
経験が、4 年次の公衆衛生看護学実習でいきてくる。
2 つの演習を通して、どれだけ学ぶ意欲と保健指導能
力を引き出すことができただろうか。年度やクラスによ
り健康教育演習の雰囲気は異なるが、印象的だったのは
2 年前のある学生の言葉である。“今までの講義の中で
一番好き。ずーっとこの講義だったらいいな”。実際そ
の学生はいきいきと教材づくりをしており、他の学生と
触発し合って、私たちの想像を超えた作品やパフォーマ
ンスを披露した。桜井茂男（1997）は「学ぶ意欲を支え
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ているものは『自己有能感』『自己決定感』『他者受容感』
で、それが『知的好奇心』や『達成』『挑戦』という学習
行動となって表れる」と述べている。プリシード・プロ
シードモデルの第 3 段階の教育・エコロジカル診断のよ
うに、私たち教師は、学生一人ひとりのレディネス（前
提要因）を把握し、スモールステップでも前進したこと
を褒め（強化要因）、さらに、学習環境を整え（実現要
因）、学生の学習を支援することが大切である。
教師人生も終盤に差し掛かってきた現在、私自身の教
育実践と、その底流を流れる教育観を振り返ると、また
も、前述の教授による“教育とは人に育てることである”
という言葉に行き当たる。大辞林第三版には、教育は
「広義には、人間形成に作用するすべての精神的影響を
いう」とある。「内発的動機づけ、外発的動機づけ、自
己効力感の向上につなげる授業（小山, 2015）」を工夫し、
学生の学習意欲と能力を引き出すのは教師の使命でもあ
る。これからも、日々の講義や学生指導を「動機づけ」
の機会として、“保健師・看護師に育てていきたい”と
考える。
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